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研究成果の概要（和文）：アレルギー疾患、特に難治性の気管支喘息と肥満の合併が、共通した食生活の問題から生じ
ることが指摘されている。25年度にリクルートできた年齢3-5歳の児で3年間に喘息が消失した人の子4人と、存続した
子5人、花粉症が存続した4人について、採取した糞便より、腸内菌種解析とメタゲノム解析を行った。その結果、3群
間には、炭水化物摂取の差と、Enterobacteriaceaeなどの発現パターンの差が認められた。特に、喘息消失群と存続群
ではBidfidobacteriuの発現パターンと体重増加の関係が認められることから、小児の喘息の消失には、炭水化物など
の摂取を控えた体重増加の抑制が有効であると推測された。

研究成果の概要（英文）：The combination of allergic diseases such as asthma and obesity or overweight are 
considered to be produced by the eating habits. We have performed 3 years follow-up study on infants aged 
3-5 years from 2013 and analyzed the strain of intestinal flora and metagenome. Four infants disappeared 
asthma and 5 did not, and 4 still showed pollinosis. We have observed the differences in the pattern of 
the expressions of enterobacteriaceae together with the intake of carbohydrates among the three groups. 
There was a correlation between the pattern of the expressions of the bidfidobacteriu and the increase in 
weight of infants after comparing between the infants with and without the disappearance of asthma. These 
results suggest that inhibiting unnecessary intake of carbohydrates, subsequently suppressing the excess 
of weight gain lead to the disappearance of asthma in infants.

研究分野：予防医学、公衆衛生学
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１．研究開始当初の背景 
 近年、アレルギー症と肥満およびそれに起
因する疾患の急激な増加は我が国をはじめ、
欧米諸国の重大な健康問題である。ごく最近、
申請者らはアレルギー疾患、特に難治性の気
管支喘息と肥満の合併が、共通した食生活の
問題から生じることを証明した(Fukutomi Y, 
Nakamura H et al, Clin Exp Allergy, 2012)。
さらには食生活に起因すると考えられる共
通の病態として、アレルギーと肥満にはヒト
腸内細菌叢の関与する免疫系の破綻が考え
られているが、その詳細は不明である。 
 2008 年に開始された国際ヒトマイクロバ
イオーム計画は、今日までにわずか 4 門の菌
種がヒト常在細菌叢の大部分を占めること、
ヒト腸内細菌叢が3つのエンテロタイプに分
類できること、病態細菌叢と健常者の細菌叢
が有意に異なり、1 型糖尿病、多発性硬化症、
アレルギー性疾患、肥満の発症に関係するこ
とが示されている。腸管細菌叢と免疫系との
関係では、抑制性免疫細胞である制御性 T 細
胞（Regulatory T cell : Treg）が重要な役
割を担う。Treg は主に IL-10 を産生するこ
と 
で Th17 の増殖を抑制し、腸管の恒常性維持
に寄与すると考えられ、アレルギーではこの
恒常性に破綻が来たした状態と考えられる。
また肥満型のマウスから腸内細菌群を取り
だして、無菌のマウスに移植すると生活環境
や食生活は変化していないにもかかわらず、
肥満になることが報告された。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、小児における追跡研究を通し
て、ヒトマイクロバイオーム解析を用い、ア
レルギー症と肥満における腸内細菌叢の 16S 
リボソームRNA遺伝子を用いた菌種解析とメ
タゲノム解析を通して、アレルギー症と肥満
において共通する腸内細菌叢マイクロバイ
オームを同定する。次にそのマイクロバイオ
ームと食生活との相互作用を解明すること
によって、小児のアレルギー症に対する新し
い予防法を提示することが本研究の目的で
ある。 
 
３．研究の方法 
 25年度にリクルートできた年齢3-5歳の児
で 3年間に喘息が消失した人の子 4人と、存
続した子 5人、花粉症が存続した 4人につい
て、採取した糞便より、腸内菌種解析とメタ
ゲノム解析を行った。また乳酸菌含有食品、
大豆、食物繊維の摂取頻度などを含めた DHQ
（自記式食事歴法質問票）について詳細に聞
き取った。採取する糞便より、全細菌 DNA を
抽出し、16S rRNA 遺伝子クローンライブラリ
ー法を用いて腸内細菌叢の菌種解析を行っ
た。また同時にメタゲノム解析を行った。 
 
４．研究成果 
 25年度にリクルートできた年齢3-5歳の児

で 3年間に喘息が消失した人の子 4人と、存
続した子 5人、花粉症が存続した 4人につい
て、採取した糞便より、腸内菌種解析とメタ
ゲノム解析を行った。その結果、3群間には、
炭水化物摂取の差と、Enterobacteriaceae な
どの発現パターンの差が認められた。特に、
喘息消失群と存続群ではBidfidobacteriuの
発現パターンと体重増加の関係が認められ
ることから、小児の喘息の消失には、炭水化
物などの摂取を控えた体重増加の抑制が有
効であると推測された。 
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